
空空間間デデザザイインンのの理理論論とと実実践践

建築や家具など⼈間の⽣活空間に関わるもののデザインについて、理論と実践の両⾯から
取り組んでいます。前者では、特に昭和期建築家が展開した伝統論などの⾔説と建築設計
を中⼼とした制作活動の関連について研究し、後者では、建築設計や家具デザインの実践、
設計競技（コンペ）への参加を通じて、空間デザインの新たな可能性を模索しています。

東京藝術⼤学建築科卒業、
京都⼤学⼤学院⼈間・環
境学研究科修了、安藤忠
雄建築研究所、東京藝術
⼤学建築科助教、信州⼤
学助教・准教授を経て、
2022年より現職。
博⼠（⼈間・環境学）、
⼀級建築⼠。

教授 ⽻藤 広輔

⼩さい頃から絵を描くことが好きだったので、⼤学では
それを⽣かせる建築学科に進みたいと考えました。⼤学
の設計課題では、図⾯やパースを描いたり、模型を作っ
たりと、学問というよりは、ものづくりを楽しいんでい
たように思います。

建築設計事務所やデザイン事務所な
ど、空間デザインに関わる分野での
活躍を期待しています。

創造の現場において、作者が何を考
え、どんなことに影響を受け、それ
がいかに制作物に反映されたのか、
多様な事例が存在します。例えば、
昭和期の建築家⽩井晟⼀は、晩年、
⼀⽇の半分を書の⼿習いに費やし、
それが建築の設計にも影響したとい
います。⾃由な発想、独⾃の視点が、
空間デザインの意味やあり⽅を発展
させます。

住宅設計の際に制作したコンセプトモデル：
紙芝居舞台として使⽤することもできるスケ
ール横断的なオブジェクトになっている。

『⽩井晟⼀の伝統論と和室』：建築家の⾔説と
作品について考察した。習書の取り組みについ
ても取り上げた。

研究から広がる未来

私の学問へのきっかけ 卒業後の未来像

住宅設計の例「試作ʻ紙芝居舞台型ʼ⼩住宅」
⽣活や環境の状況に呼応して変化する住宅を提案
（グッドデザイン賞受賞）

近代建築史・建築意匠・伝統論・伝統論争・和室・建築家・⾔説・
⽩井晟⼀・建築設計・住宅設計・空間デザイン・家具デザイン

n建築家の伝統論に関する研究
n建築家の⾔説と作品の関連についての研究
n昭和期建築家による和室の意匠に関する研究
n戦後近代建築の意匠に関する研究
n建築空間の構想・デザイン
n屋内外に設置する家具のデザイン

l「現代⽇本建築家の⾔説にみる伝統論の展
開」（科研費基盤C）

l「⽩井晟⼀の伝統論と和室」（科研費研究成
果公開促進費 学術図書）

l「書と建築 建築家⽩井晟⼀の事例を中⼼
に」（科研費挑戦的萌芽）
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Theory and Practice of Spatial Design

About the design related to living space such as architecture and furniture, we are working
from both sides of theory and practice. In the former, to study the relationship between
discourses by architects and their design works, in the latter, to practice of residential
design and furniture design, we are exploring new possibilities of spatial design.

Worked at Tadao Ando
Architect and Associates,
Tokyo University of the
Arts.
・Dr. Human and
Environmental Studies.

・First-class registered
architect.

Professor
Kosuke Hato

I have liked drawing since I was little, so I planned to
study architecture at university. For the design project, I
made drawings and models, which were more like fun
than studying.

The graduates are expected success
in fields related to space design such
as architectural offices and design
office.

In the field of space creation, there is
a variety of cases to approach the
design activity. For example, an
architect Seiichi Shirai spent a half
day practicing calligraphy in his later
years, and he said that it has also
affected his architecture. Unique
perspective will develop the meaning
and the role of spatial design.

Concept model produced in the process of
residential design. It is trans-scale object,
which can be used for a picture-story show.

“Theory of Tradition and Japanese Room by
Seiichi Shirai” including the topic of practicing
calligraphy.

In the Future

Beginnings of my path to 
academia

After Graduation


